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1．はじめに

　 われ わ れ の 左右それ ぞれ の 眼に 入射 され る像
は ， 両 眼 視差 によ り若干 異 な る 。通常，入 射 し

た 2 つ の 異な っ た像 は互 い に 相 関が大 き い ため

融 合され，奥行き を伴 っ た 1 つ の 知覚像 と して

認識さ れ る 。

　
一

方，人工 的 に左右の 眼 に 異なる 像 を呈示す

る 場合，左右眼へ 旱 示す る刺 激光の 波長差 が小

さ い場合は，視 野 は一
様に 安定 した 両 眼色融 合

とな る が ，色差 を徐々 に大 き くして い くと両眼
色混 在 （準視野 闘争） と呼 ばれ る 知覚 現 象が 生

じる 。 さ らに色差 を大き くす る と，両 眼 色闘 争

　（視野闘 争） とい う現象が生 じる 。

　
一

方 ， 両 眼融合領域，準視 野闘争領域 ，視野 闘
争領域を定 量 的に 測定す ることは 色覚 特性 を知る

上にお いて も， また両眼顕微鏡に 代表され る両眼視
用の光学機器 設 計の 際にお い ても大変有用で ある

と考え られる。

　そ こ で 本研 究 で は，両 眼融合領域 か ら視野 闘

争領域 へ の移行過 程 を定量的 に測 定す る こ と を

そ の 目的と した 。

2 ．実験方法

　本 実験で は，刺激 呈示装置として 3D ディス プレ

イを使 用した。ディス プレイ上 の 呈示刺激 光は ，ある

視差をもっ て 左右の 眼に 各々 呈示され る 。 液 晶パ ネ

ル の 映 像は バ ッ クライトか ら出た光 がイメ
ー

ジ ス プリ

ッ ター
の 光偏 向作 用に より，左 眼用の 波長は 左 眼に ，

右眼用の 波長は 右眼に 呈示され る（図 1）。

　次に 実験 方法を示す 。実験 に使用される色光 は ，
450 〜650nm の 範囲の波長か らほぼ 10nm 間 隔で

一

21 点選定したもの で ある。一
方，これら21 点の 刺激

光は それ ぞれ 明るさが異なるため ， あらか じめ視角
サイズ 2 °

，輝度レベ ル 30cd／m2 の 自色参照光と明
るさマ ッ チングを行い ，明るさを

一
定にした。

　まず左眼波長 入Lt して ，450nm の 波長を呈示 す
る。次に右眼波長 λRとして，450 〜 650nm の 範 囲の

波長 21点をランダムに呈示 する。被 験者の タスクは ，
観測 視野 が一

様に 安定して 見えるなら両眼 融 合状
態 ，

二 色の 色相を感じたなら準 視野闘争状 態，二

色が交替して 見えて い るな ら視野 闘争状態と， 三 種
類の 応 答をして もらう。一つ の λLに対して ，この よう
な 呈示と応答を，21 個の λR に つ い てそれ ぞれ 実 行
す る。次に λL を別の 波長に 変え，同様な測定を行う。

被験者は色覚正 常者 5名で ある。 なお ，実験はすべ

て 暗室にて 行っ た。
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図 1 実験 装置図
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3．実験結果及び考察

　図 2 は左眼波長 入L に対 して 右眼波長 λR を変化

させ た場合の 非融合確率を示 した もの で あ る 。

横軸 は右眼波長 λR ， 縦軸は非融合確率を示 して

い る。なお これ らの 図は，被験者平均で ある 。

　h ，
＝ 450nm の 場合の準視野闘争曲線お よび視

野闘争曲線を図 2 （a ）に示す。視野闘争曲線は

視野闘争領域 を非 融合 と した ときの 非融合確率，

準視野 闘争曲線は視野 闘争領域及 び準視野 闘争

領域を非融合 とした ときの 非融合確率を示 した

もの で ある 。

　λR が 450nm 近傍（450〜470nm ）で は，非融合

確 率はほ ぼ 0％ を示 した 。 右眼 と左眼の 波長差が

小 さ く ，
2 色は融合 し，安 定して見え て い る と言

え る 。 左右 の波長差が大き くな る と，非融合確

率も大 き くな り，570nm 以上 で は ほぼ 100％ に

近い 値を示 した 。 図 2 （b），（c） にお い て も，

基準波長付近で は非融合確率は 0％ を示 し，波長

差 が大 き くなる に 従 っ て ，非融合確率 は 100％ に

近づい て い く傾向が見 られ る 。

　 次 に， こ れ らの 図か ら準視野 闘争 曲線お よび

視野闘争曲線 に つ い て ，非融合確率が 50％ とな

る と こ ろの 波長 λR を求 め ， 長波長 側を λR
＋

，短

波 長側を 入R
冒
と して それ らと λL の 差，すな わち

入R
＋ 一

入L ，入R
−一

λL をそ れ ぞれ △入
’

， △λ
一
と して ，

λL に対す る両眼融合限界 として 表 すこ と に した。

そ の結果を図 3 に示す。横軸 は左 眼波長 λ， ，縦

軸は上方が波長差 △λ
＋

，下方が ムパ で あ る 。 △入
→

及び △N 側そ れ ぞれの 準視野 闘争曲線で 囲 ま

れた領域 は融合領域で あ り，準視野闘争 曲線及

び視野闘 争曲線で 囲 まれ た領域が 準視 野 闘争領

域で あ る 。視野 闘争曲線か ら外側の 領 域 は視野

闘争領域 で あ る 。

　 視 野闘 争領域お よ び準視野 闘 争領域 の 極小値

は△λ
＋

側で 470nm 及び 580nm ，ムパ 側で 610nm

近傍に存在す る こ とが明らか とな っ た。

　 準視野闘争領域 帯にお ける M 値は △λ
＋

， △λ
一

とも におお よ そ 10〜60nm で ある こ とが 明 らか

とな っ た 。
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図 2 非 融合確率曲線
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図 3 両眼融合限界
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